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I. はじめに 

プラスチックゴミ，特にマイクロプラスチックによる

海洋汚染が地球規模の環境問題として注目されて

いる。マイクロプラスチックの発生源や流出経路など

については，大学を始めとした研究機関がその実態

を把握すべく調査活動を進めている。しかし，いまだ

その全容はつかめていない。 

四日市大学の研究グループでは，伊勢湾流域圏

を対象として，マイクロプラスチックによる汚染の現

状を把握するための調査を進めている。本研究グル

ープが，三重県四日市市域の海岸におけるマイクロ

プラスチックの堆積状況を調査したところ，海岸に堆

積したマイクロプラスチックのおよそ 9 割が，緩効性

肥料の被覆に使用されているプラスチック樹脂であ

った 1, 2)。このことから，水田に散布された緩効性肥

料に由来するプラスチック樹脂が河川および海洋に

流出していることが懸念される。しかし，流出源およ

び流出経路とも，その実態は不明である。 

水稲作では，施肥管理の省力化のため，一発型

肥料が多く使用されている。一発型肥料は，基肥と

して作用する速効性肥料と，追肥として作用する緩

効性肥料を一定の割合で配合して調整されている。

この水稲用一発型肥料に含まれる緩効性肥料には，

一般的にプラスチック樹脂で被覆されたものが用い

られている。そこで本実験では，四日市大学実験圃

場に設置した小型模型水田を用いて，一発型肥料

を使用した水稲作を実施し，緩効性プラスチック被

覆肥料の水田からの流出量および水田土壌中の残

留量を調べた。 

II. 材料と方法 

1. 水稲用一発型肥料に含まれる速効性肥料および

緩効性肥料の配合量調査 

本実験では，東海地方で広く利用されている市販

の水稲用一発型肥料（以下，「本肥料」という）を用い

た。本肥料に含まれる速効性肥料と緩効性肥料の配

合割合を調べた。よく混合した本肥料を 48 g 取り出

し，目視で顆粒を種類ごとに選別した。選別した顆

粒は，種類ごとの個数および質量を調べた。この操

作を 3 回繰り返し，個数および質量の平均値を求め

た。顆粒を種類ごとにガラスビーカーに入れて，蒸

留水を加えた後，ガラス棒で撹拌し，溶解の様子か

ら速効性肥料と緩効性プラスチック被覆肥料に分類

した。 

2. 小型模型水田を用いた緩効性プラスチック被覆

肥料樹脂の流出量・残留量調査 

四日市大学構内の実験圃場に，自作した小型模

型水田（以下，「模型水田」とする。）を設置し，本肥

料を使用した水稲作を実施した。 

模型水田は，合板を組み合わせて型枠を作成し，

この型枠をビニルハウス用のビニルシートで包んで

漏水を防止した。模型水田の大きさは，標準区画

（幅 30 m×奥行 100 m）の 1/50とし，幅 60 cm×奥

行 200 cm とした。模型水田前面には，型枠上端か

ら深さ 22 cm の落水口を作成し，中干し時および稲

刈り時に排水できるようにした。作成した模型水田は，

落水口の下端と地表面の高さを揃えて，実験圃場に

埋設して設置した。設置した模型水田には，地表面

と同じ高さまで，実験圃場表層の土壌を充填した。

模型水田の寸法と設置した様子を図 1に示す。 

模型水田での田植えは 2019年 6月 12日に実施

した。田植え直前に本肥料 48 gを表層から散布した。

代掻きは行わなかった。水稲は横 2列×縦 12株の

合計 24株を植えた。田植え時の湛水深は 5 cmとし

た。施肥は田植え直前の 1 回のみとし，追肥はしな

かった。同年 8 月 21 日に中干しのための落水を実

施した。同年 10 月 23 日および同月 30 日に稲刈り

のための落水を実施した。落水の際には，落水口か

らの排水を目の開き 0.710 mm のふるいで受けて，

排水中に含まれる流出物を採取した。同年 11 月 6

日に稲刈りを実施した。同年 11月 8日に 100 mLの

採土円筒を用いて，模型水田の 12 点から表土を採

取した。土壌の採取点を図 2に示す。 
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落水時に採取した排水中に含まれる残留物は目

視で選別し，排水中の緩効性プラスチック被覆肥料

樹脂の流出量を調べた。また，稲刈り後に採取した

表土は蒸留水でよく洗浄しながら，緩効性プラスチッ

ク被覆肥料樹脂を目視で選別し，模型水田に残留し

た量を求めた。 

III. 結果と考察 

1. 緩効性プラスチック被覆肥料の配合割合 

本肥料には 2 種類の顆粒が含まれていた。それ

ぞれの顆粒をガラスビーカーに入れた蒸留水中で

ガラス棒を用いて攪拌したところ，一方はすぐに溶解

する速効性肥料，もう一方はプラスチック様の被覆

樹脂が残留する緩効性プラスチック被覆肥料である

ことがわかった。本肥料 48 gに含まれる速効性肥料

および緩効性プラスチック被覆肥料の個数および質

量を表 1に示す。 

2. 模型水田からの緩効性プラスチック被覆樹脂の

落水時流出量 

2019年 8月 21日，同年 10月 23日，同年 10月

30 日のいずれの落水日においても，落水時の排水

中には緩効性プラスチック被覆肥料樹脂は確認でき

なかった。 

3. 模型水田土壌中への緩効性プラスチック被覆樹

脂の稲刈り後残留量 

稲刈り後に 100 mLの採土円筒を用いて採取した

表土中に含まれていた緩効性プラスチック被覆肥料

樹脂は合計 10個であった。 

採土円筒の 1 個あたりの断面積は 20 cm2，採取

点数は 12 個であった。このことから，採取した表土

の面積を求めると，240 cm2 （20 cm2 個-1×12個）と

なった。これに対して，模型水田全体の面積は

12,000 cm2 （幅 60 cm×奥行 200 cm）であった。以

上のことから，模型水田全体に残留した緩効性プラ

スチック被覆肥料樹脂の個数は，およそ 500 個と推

定できた。 

これに対して，本肥料 48 gに含まれる緩効性プラ

スチック被覆肥料の個数は，およそ360個であった。

また，落水時の排水中に緩効性プラスチック被覆肥

料樹脂は確認できなかったことから，ほぼすべての

緩効性プラスチック被覆肥料樹脂は模型水田土壌

中に残留したと考えられる。 

IV. おわりに 

本研究では，小型模型水田を用いて一発型肥料

による水稲作における緩効性プラスチック被覆肥料

樹脂の水田からの流出量および水田土壌中への残

留量を調べた。その結果，緩効性プラスチック被覆

肥料樹脂は土壌中に残留し，落水時の排水からの

流出はみられなかった。しかし，緩効性プラスチック

被覆肥料樹脂の流出は 2 年目以降に生じる可能性

がある。今後も引き続き実験を継続し，緩効性プラス

チック被覆肥料樹脂の動態を調査する必要がある。 
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表1 本肥料 48 gに含まれる速効性肥料・緩効性プ

ラスチック被覆肥料の個数・質量 

 個数（個） 質量（g） 

速効性肥料 1550.0 38.7344 

緩効性プラスチック被覆肥料 358.7 9.2884 
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図 1 模型水田の寸法と設置方法 
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図 2 稲刈り後の表土の採取点 

採取点 (cm) 

― 392 ―




